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デジタル時代を生き抜く

DX時代を生き抜くための
セルフ・トランスフォーメーション
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DX（デジタル・トランスフォーメーション）とは？

「ITの浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させる」と定義。
2004年

2018年
「企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用して、顧客や社会の
ニーズを基に、製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務そのものや、組織、
プロセス、企業文化・風土を変革し、競争上の優位性を確立すること」と定義した。

つまり、DXとは単に企業のIT化を促進するための取り組みではなく、製品・サービ
スの変革はもちろん、企業の組織やビジネスの文化そのものを変革することを求め
る取り組みなのです。

エリック・ストールマン（ウメオ大学教授、スウェーデン）が提唱。

日本経済産業省が、企業における「DX推進のためのガイドライン」をまとめる。

ITを利用したビジネスの変革
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なぜ今DXが重要なのか？

現在
昔

未来

手作業や人依存
のビジネス 手作業や人依存のビジネス

＋一部 IT化
DXを用い

生産物・組織・働き方
すべてを変革

次の未来
を目指す

かつて、仕事の多くは手作業や人依存で成り立ってきました。
電子製品・PCが定着し、その後スマートフォンが普及されることで、働き方や生活様式は著しく変化しました。
現在のビジネスはそのようなテクノロジーの進化と向き合うことで発展を遂げてきました。

ところが、昨今のテクノロジーの急速な進化に対応するだけのプラットホームとしては不十分なシステムや、業務の属人化によ
る技術継承の困難、高コスト（レガシーシステム）などが原因で、DXが十分に浸透できていないことが危惧されています。経
済産業省によると、2025年までにDXが十分に浸透しなければ年間１２兆円の損失が生じる可能性を警告しており、システム
と共に組織文化の変革の必要性が急務となっています。

DigitalTransformation
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DX推進がもたらすメリット

生産性向上 新しい価値の創造

レガシーシステムからの脱却 変化するビジネスへの対応

収益率の拡大 ⼈材技術の向上

新技術と互換性のない古い技術の刷新
と、それを維持する高コストを削減す
ることを目指す。

新技術と互換性のない古い技術の刷新
と、それを維持する高コストを削減す
ることを目指す。

新技術を活用することで、顧客が求め
ることに柔軟に対応できるサービスが
開発される。

新しい技術の進歩により、様々なビジ
ネスモデルが生まれる。その変化に対
応できるようになる。

デジタルトランスフォーメーションに
よる生産性が高まることで、生産規模
を拡大し収益を増やすことが可能。

デジタル化に対応する人材を育成する
ことで、社会の変化に迅速に対応する
組織を作ることが可能。
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ビジネスモデルの再構築

略●収益構造の転換
デジタル技術を使って、顧客に
新たな経験価値を訴求

組織・人材の変革

略●変革リーダー
●多様性(ダイバーシティー)
●新しいパラダイムへの適応

オペレーションの再構築

略●業務生産性の飛躍的向上
新技術を適用し、人手が介在し
ないプロセス

ITの再構築

略

●役割とリソース配分の見直し
新技術の採用
レガシー資産の整理
ガバナンス強化
IT部門の役割再定義

書籍「デジタルトランスフォーメーションの実際」では、DXを推進するにあたり、
「ビジネスモデル」「オペレーション」「IT」「組織・人材」の4つの要素の変革を
進めることが必要だと解説されています。

DX推進のための人材戦略「セルフ・トランスフォーメーション」

https://www.amazon.co.jp/dp/482225755X/
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組織の変革

チームの変革

個の変革

7

DX推進のための人材戦略「セルフ・トランスフォーメーション」

組織・人材の変革

略●変革リーダー
●多様性(ダイバーシティー)
●新しいパラダイムへの適応

セルフ・トランスフォーメーション
Self-Transformation

イン
サイ
ドア
ウト

のア
プロ
ーチ

一方で「組織・人材の変革」は、組織の社員一人ひとりの変
革（セルフ・トランスフォーメーション）に目を向けていくことが重要
になります。人を変えようとするのではなく、人が変わろうとするの
を支援するアプローチです。
これがインサイドアウトのアプローチです。

「ビジネスモデル」「オペレーション」「IT」の変革は仕組
みやフロー、方法論の変化であり、アウトサイドインのア
プローチです。

ビジネスモデルの再構築 ITの再構築オペレーションの再構築
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DX推進のための人材戦略「セルフ・トランスフォーメーション」

スティーブン・R・コヴィー
著書「7つの習慣」

組織文化はその組織の人々がもつ思考パターン、行動パターンによって形成されます。
つまりその人々の持つ習慣によってもたらされるものなのです。
組織により良い習慣を根付かせたいと思ったら、一人一人の持つ思考習慣、行動習慣を変えてい
く必要があります。

すなわち個人の行動変容（トランスフォーメーション）こそが、組織のトランスフォーメーショ
ンへとつながるのです。

では、現在のように変化の激しい世界ではどのような行動に変容していけばよいのでしょうか？
コヴィー博士は「原則」こそがどのような変化の時代にも有効なのだといっています。

原則とは
・不変である
・万国共通である
・自明である
・私たちが理解しなくても受け入れなくても作用するもの

なぜ個の変革が必要なのでしょうか？
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現在の世界は一瞬、一瞬が「選択」の瞬間です。
激しい変化に対応して常に成果に結びつく「選択」をしていか
なければ世界の変革（トランスフォーメーション）についてい
くことはできません。
そのような時代であるからこそ、普遍の原理原則に基づく
「選択」をする必要があります。

「５つの選択」はそんな普遍の原則に基づく「選択」により
ひとり一人の変革（トランスフォーメーション）を促します。

9

原則に基づく「選択」とは？

原則に基づいた「5つの選択®」
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原則に基づいた「5つの選択®」

第１の選択

重要軸で判断する

第２の選択

明確な目的と目標の設定

第３の選択

やるべき仕事の優先的なスケジューリング

第４の選択

効率化ツールの最大活用

第５の選択

定期的なエネルギー補給

原則 識別：深い洞察と理解による選択
パラダイム（モノの見方、考え方） 重要軸で行動する

原則 可能性：偉大な物事を成し遂げる潜在的能力
パラダイム 卓越を目指す

原則 優先順位：重要性が高く、特別な注意を払うべき事柄
パラダイム 大きな石をスケジュールする

原則 アライメント：適切な関係を構築すること、支援し合い一致すること
パラダイム テクノロジーを支配する

原則 最新再生：自分自身の刃を磨く
パラダイム 燃え続ける

原則に基づいた「5つ選択」により「セルフ・トランスフォーメーション」を実現し、
卓越した生産性を実現します。
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第１の選択
重要軸で判断する

第２の選択
明確な目的と目標の設定

第３の選択
やるべき仕事の優先的なスケジューリング

第４の選択
効率化ツールの最大活用

第５の選択
定期的なエネルギー補給

原則に基づいた「5つの選択®」

• 反射的ではなく「意識的」に
リソースを投下するか否かの判断を行なう。

• 見せかけの緊急業務を排除する。
• リターンの大きい領域に
優先順位を置く。

マーケティング
ディレクター

母親

リーダーシップ
受講

サッカー
のコーチ

伴侶

ランナー

• ビジョンを持ち、高みに向けて、
コミットして動く。

• 手法にとらわれず目的に達する
動きを導き出す。

• マネジャーとして揺るぎない軸を持つ。
• 「卓越した役割」への
トランスフォーメーションをイメージする。

• 結果にインパクトを与える
活動を見出し、確実に実行する。

• 見せかけの業務を排除し、
仕事をシンプルに質高く行う。

• チーム全体を重要軸に
フォーカスさせるカルチャーに
フォーカスしていく。

• 重要軸にフォーカスした
時間管理を実践する。

• 目的に沿って、手段を活用する。
• ツールを取捨選択をする。

• 自分自身を継続的に高め続ける。
• 継続的な運動習慣。
• 質の良い睡眠。
• 良い人間関係構築。
• 余暇を楽しむ。
• 健康的な食事。

「セルフ・トランスフォーメーション」するための具体的な行動

87© FranklinCovey. All rights reserved.
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先月の食事で生きることができないのと同様、昨年の
目標に力を注ぐことはできないのです。

一定のエネルギーは、継続したリニューアルの
サイクルからもたらされます。
 ̶リー・スティーブンス

エネルギー・ドライバー

 

食
事

 睡
眠

 
社
交

 
運 動

 
リ
ラ

ックス
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緊急軸に
流される 平凡に満足する 小さな石に

飛びつく
テクノロジーに
使われる 燃え尽きる

重要軸で
行動する
重要軸で
行動する 卓越を目指す卓越を目指す 大きな石を

スケジュールする
大きな石を

スケジュールする
テクノロジーを
支配する

テクノロジーを
支配する 燃え続ける燃え続ける

11 22 33 44 55

卓越した成果

生き埋め

原則に基づいた「5つの選択®」

マインドセット・フレームワーク・ツールセットを用いることで
原則に基づいた「5つ選択」のステップを歩めるようになります。

無料プログラム説明会開催
12月17日(木) 13:30~15:30

申し込みはこちら
https://app.franklincovey.co.jp/training/trial_entry/ 

1. プロセス・ラーニング
2. コンサルタント派遣（オンライン/対面）
3. 社内ファシリテーター養成
4. 公開コース参加

導入方法

◇無料プログラム説明会の3つのメリット◇
• 実際のグループワーク体験を通して、
研修参加者と同じ気づきを得ることができる。

• プロのコンサルタントへの無料相談が可能。
• 他の参加企業との情報交換も可能。

https://app.franklincovey.co.jp/training/trial_entry/
https://app.franklincovey.co.jp/training/trial_entry/
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プロセス・ラーニングとは？

13

従来の研修スタイル
集合研修 e-ラーニング

定着しない

イベントで
終わってしまう

主体的な継続
学習が難しい

プロセス・ラーニング

人間のマインドと行動は筋肉トレーニングと同じです。
1年後に理想の体型を実現したいのであれば、専任トレーナーのアドバイスのもと、達成したい目標の
実現につながる栄養管理やトレーニングを日々積み重ね、習慣化することが必要になります。

適切な⾷事

適切な運動

適切な
メンタルケア

期限と目標を決め、そこに向かって適切な学習プロセ
スを専門のコンサルタントと一緒に設計・実施してい
くから、主体的な継続学習と定着が臨める。
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プロセス・ラーニングとは？
フランクリンコヴィーが、従来の教育課題を解決し、行動変容を実現すべく
開発した新ソリューションであり、全てオンラインでのご提供が可能です。

単一教育ハイブリッド
→集合研修のみ（もしくは
eラーニングのみ）の単一手法

→自己学習、対面研修、ワーク
シート等多様な手法の組み合わせ

１
手
法

１

短期集中プロセス

→1日や2日の短期集中型→一過性のものではなく、
長期で継続するプロセス

２
期
間

２

ラーンラーニング

→その場における学習中心→学習と実践を継続する

３継
続
性

３

対面重視オンライン完結
→対面でなければ

効果的な教育が行えない
→対面によるサービスはすべて
オンラインで置き換え可能

４
＋ ＋

媒
体

４

新たなソリューション 従来のソリューション
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プロセス・ラーニングとは？

インプット＆アウトプットに毎週取り組むことで、行動変容を実現する

【インプット】
ストーリー
フレームワーク

【アウトプット】

コメント投稿

【インプット】

映像教材

【アウトプット】

実践チャレンジ

１週間の学習サイクル トルネード式にサイクルを継続

1週目

2週目

3週目

4週目
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① 公開コース

② ファシリテーター
(講師) 派遣コース

④ 社内ファシリテータ
ー (講師) 養成コース

弊社がご用意した会場にて、
研修にご参加頂くコース

貴社に弊社講師(ファシリテー
ター)を派遣させて頂き、研修
を実施するコース

貴社内に弊社プログラムのファ
シリテーターを養成して頂き、
研修実施するコース

• 他社・他業種の方と研修を行うことで、日常の仕事では
得られない刺激を受けることが可能

• スケジュール・会場が固定
• 研修内容は標準パッケージ
• 1名様から受講から可能

• 会場・スケジュールが可変(制限あり)
• 貴社の内情にアジャストしたファシリテーションが可能
(スライドカスタム等は別途費用)

• 社員同士でワークを行うことで、普段は見えない考え方
の共有の場という役割を担うことが可能

• 受講者最低人数：8名から～

• 会場・スケジュールが可変
• 研修内容を現場に合わせることが可能
• 研修後のフォローが容易
• １人当たりの研修費用が最も割安
• 企業方針や状況とのプログラム連携容易

コース名 概要 特徴

③ オンライン研修 Web会議システムを使用し、
遠隔での研修を実施いたします

• ファシリテーター派遣コースをオンライン実施にしまし
た。

• 貴社の内情にアジャストしたファシリテーションが可能
(スライドカスタム等は別途費用)

• 社員同士でワークを行うことで、普段は見えない考え方
の共有の場という役割を担うことが可能

• 受講者最低人数：8名から～

その他の導入形態
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価格・その他ご質問等は
こちらのメールアドレスまでお問い合わせください。

jimukyoku@franklincovey.co.jp

問い合わせについて
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社名 フランクリン・コヴィー・ジャパン株式会社

事業概要 研修・コンサルティング事業

本社所在地 東京都千代田区三番町5-7 精糖会館7階

代表取締役 ブライアン・マーティーニ

会社概要
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